Chord Chart Template (Basic)

使用例：植松伸夫「Main Theme」from FINAL FANTASY シリーズより、主題部の分析。
https://www.youtube.com/watch?v=195QtkOJCYg
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Key

　まずは楽曲のキーを書く。途中から転調する場合は転調したところにもキーを書いておく。

セクション名

　Aメロ、Bメロ、サビ（コーラス）、間奏、ソロなど、楽曲のセクションを書く。呼び方は自分のわかるものでよい。

コードネーム
　コードネームを順番に書いていく。小節ごとに区切るとわかりやすい。
ダイアトニックNo.

　ダイアトニックコードナンバー。転回系はⅤ6などの和声学における表記が書きやすいので使用している。表記ルールを知らない人は「一転」（第一転回系)「三転」（第三転回系）などでもよい。
ファンクション

　ファンクションを書く。トニック＝T、サブドミナント＝S or SD、ドミナント＝D、サブドミナントマイナー＝SDMで表記。
メロディタイプ

　そのコード上のメロディあるいはモチーフとなる音形の種類を便宜的に書く。たとえば次のような種類分けがある。

Basic Idea

　主役となるメロディ。Aメロやサビで使われ、曲中もっとも目立つ音形のこと。ほかの箇所はBasic Ideaの変形であることが多い。

Contrast Idea

　Basic Ideaの直後にくる対比のメロディ。Basic Ideaの音形を変形させるパターンが多いが、新しいメロディを使うのもあり。Basic Ideaをまったく変えずに繰り返す場合はRepetitionと書く。
Repetition

Basic Ideaをまったく変形させずに繰り返すこと。

Fragmentation

　Basic Ideaを分割したり断片化したりしたもの。

Cadence

　コード進行終止部のメロディ。トニックで終わるならば完全終止、ドミナントで終わるならば半終止。

☆Basic IdeaとContrast Idea はいわゆるQuestion – Answer の関係。呼び方は何でもよいが、以上のように種類分すると、分析したり作曲したりするときの思考ツールとして非常に役立つ。

Cadence Types

　終止系の種類。

HC = Half Cadence。半終止（ドミナントコードで区切る）のこと。
PAC ＝Perfect Authentic Cadence。完全終止（トニックコードで区切り、メロディもトニックで終わる）のこと。
IAC ＝Imperfect Authentic Cadence。不完全終止（トニックコードで区切り、トニック以外のメロディで終わる）のこと。
ほか、煩雑になるので図には記していないが、特徴的なコード進行タイプも書くとわかりやすい。

強進行（上4度進行）=「強」or「上4」

逆進行（強進行の逆:下4度進行）＝「逆」

隣り合うダイアトニックコードへ進行＝「STM」(Scale Tone Motion)

そのほか、気づくことがあれば欄外にメモする。スケール、転調、裏コードなど。
以上が楽曲分析また、自分で作曲をする際に構造を当てはめる基本の型となる。これがあるだけで、曲の構造は格段に把握しやすくなる。

筆者の流儀ではこれより発展させて、メロディタイプの種類でフレーズのバリエーションを決定するStatement Typeという概念などさらに細かい分析ツールを導入して、より緻密に構造を意識化させている。
楽曲を分析したり作曲したりする際は、この型に当てはめて行う。視覚的、論理的に楽曲構造を把握でき、整理することができる。
それぞれの項目について、自分にとってわかりやすい記号や名前を使うのが一番です。今回は筆者がふだん使用しているスタイルを紹介しました。これを例に、自分なりの分析・作曲スタイルを構築してみてください。
